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Temafloxacinの Chlamydia trac homatis に対する伽vmo抗 菌力

永山在明 ・中尾階主 ・北島静江

福岡大学函学部微生物学教室*

新 しい ニ ュ ー キ ノ ロ ン 系 合 成 抗 薦 剤temafloxacin (TMFX)の Chlamvdia trachomatis に対す

るin vitro 抗 菌 力 を検 討 し,他 の3種 類 の ニ ュ ー キ ノ ロ ン系 抗 菌 剤,minocycline(MINO)お よ

びerythromycin (EM)の 抗菌力と比較 し次のような成績を得た。

C. trachomatis 標準株 ならびに臨床分離株に対するMIC値 はTMFX;0.125～0.25 μg/ml,

tosufloxacin (TFLX);0.125～0,25.μg/ml,1evofloxacin;0.25～0.5g/ml, ofloxacin (OFLX);

0.5～1.0μg/ml, EM; 0.125～0.25, MINO; 0,016～0,06 μg/mlで あ っ た 。 比 較 した6薬 剤 の

中 で は,MINOのMIC値 が 叢 も小 さ く ク ラ ミジ ア感 染 症 の 治 療 薬 と して 優 れ て い る こ とが

抗 菌 力 測 定 に よ っ て も判 明 し た 。TMFXはTFLX,EMと ほ ぼ 同 等 の抗 菌 力 を 有 し,OFLX

よ り優 れ て い た 。 既 にOFLXは ク ラ ミジ ア性 尿 道 炎,性 器 感 染 症 に対 して の 治 療 効 果 が 確

認 され て お り,TMFXの 尿 中 移 行 濃 度 を考 え る と ク ラ ミジ ア に よ る 非 淋 菌性 尿 道 炎,性 器

感 染 症 の治 療 薬 と して 十 分 期 待 で き る もの と考 え られ る 。
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Temafloxacia (TMFX)は 米 国アボ ット社で開発 され

たニューキノロン系合成抗菌剤であ り,グラム陽性菌,

グラム陰性菌,嫌 気性菌などに対 して幅広い抗菌スペ

ク トルを有 している。近年開発されてきたニューキノ

ロン剤はChlamyd is 属に対しても抗菌力を示すことが

知 ら れ て お り1.2),今 回 我 々 はtosufloxacin (TFLX),

ofloxacin (OFLX), levofloxacin (LVFX)の3種 類 の ニ ュー

キ ノ ロ ン剤 と,ク ラ ミジ ア感 染 症 に 有 効 と され る テ ト

ラ サ イ ク リ ン 系 薬 剤 のminocycline (MINO),マ ク ロ ラ

イ ド系 薬 剤 か らerthromycin (EM)の5薬 剤 を対 照 薬 と し

てTMFXの 抗 菌 力 を検 討 した 結 果 を報 告 す る。

Chlamydia trachomatis 標 準 株,D, E, Fお よ びL2の

4株 と,昭 和63年1月 か ら平成2年3月 までの間に当教

室(当時,佐 賀医科大学微生物学教室)に おいて,非 淋

菌性尿道炎から分離 ・同定されたC. trachomatis 臨床分

離株44株 を用いて抗菌力を測定 した。

TMFXは 田 辺 製薬,TFLXは 富 山化 学,LVFX,

OFLXは 第 一製薬,MINOは 日本 レダリー,EMは 大 日

本製薬から分与 されたいずれも力価の明らかな標準粉

末を用いた。

感受性試験 はHeLa 229細 胞 を用い,日 本化学療法

学会 クラ ミジアMIC測 定法31に準 じて測定 した。24穴

カルチ ャープ レー ト(コーニング,25820)に13mmの

カバーガラスを入れ,HeLa229の 単 層培養細胞 を準

備 した 。5×1041FU/mlの C. trachomatis 各株の保存液

を0.2ml加 え て2400rpm,40分 遠 心 して 感 染 させ た。

感 染 後,inoculumを 除 き,各 希 釈 系 列 の 各種 薬 剤 を添

加 したDMEM維 持 培 地-Dulbecco's minimum essential

medium (DMEM), 2% fetalcaMserum (FCS), 1μg/ml

cycloheximide-を1.0ml加 え,炭 酸 ガ ス培 養 器 を用い

て37℃ で 培 養 した 。72時 間 後 に カバ ー ガ ラ ス を取 り

出 し,メ タ ノ ー ル で 固 定 し蛍 光 抗 体 法 に よ り封 入体の

形 成 の 有 無 を蛍 光 顕 微 鏡 下 に観 察 し,封 入 体 の形成 を

阻 止 す る 薬 剤 の 最 小 濃 度 をMIC (minimal inhibitory

concentration)と した 。

Table 1に ニ ュ ー キ ノ ロ ン系4薬 剤,MINO, EMのC

trachomatis 標準株 に対 するMIC値 を示す。検討 した4

つ のニューキノロン剤のなかでは,TMFXとTFLXが

ほ ぼ同等の抗菌力(MIC; 0.125～0.25 μg/ml)を示 し,

この値はEMと 同等であ った。OFLXのMIC値 は0.5～

1.0 μg/mlで こ れまで報告 された値 と同 じであった。

LVFXはOFLXの 抗 菌活性構造が丁度2倍 含有されてい

る化合物であ り,ク ラ ミジアに対するMIC値 もOFLX

の2倍 良好な0.25～0.5μg/mlと い う値を示 した。クラ

ミジア感染症 に有効なMINOのMICは,こ れまでの報

告 と変わらず0.016～0.06 μg/mlで あ った。

Table2に 非 淋菌性尿道炎から分離されたC. traciw-

matis 44 株に対するMIC値 を示す。臨床分離株に対す

る抗菌力も標準株に対するそれと全く同じであり,現

在のところこれらの薬剤に耐性となった C.trachomatis
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Table 1. Activity of four quinolones, minocycline and
erythromycin against 4 standard strains of

Chlamydia trachomatis

はまだ出現 して い ない こ とが 判 明 した 。

近 年,AIDSが 話 題 を 集 め 世 界 的 に 性 行 為 感 染 症

(sexusually transmitted disease, STD)に 対 す る 関 心 が

高まって来ている。このようななかで, C. trachomatis

は非淋菌性尿道炎の病原微生物 として極めて重要であ

ることが判明し注目されている。

最近開発されて きたニューキ ノロン系薬剤 は,広 く

グラム陽性菌およびグラム陰性菌に抗菌力 を示 し,淋

菌にも有効である。クラ ミジア感染症の治療薬 として

確立しているMINOはMICも 優 れてお りその有用性が

確認された。これに対 して,ニ ューキノロン系薬剤で

は,TMFX,TFLXが 優 れてお りOFLXの4倍 の抗菌活

性を示し,EMと 同等であった。TMFX,TFLX共 にマ

クロライド系のEMよ り尿中排泄濃度 は高 く,従 って

C. trachomatisによる尿路感染症,性 器感染症にはEM

より有効性は高いと考えられる。すでにOFLXは クラ

ミジアに対する有効性が確認 されてお り,OFLXよ り

Table 2. Activity of four quinolones, minocycline and

erythromycin against 44 clinical isolates of
Chlamydia trachomatis

良好 な抗菌力 を示 したTMFX,TFLX,LVFXの3薬 剤

は,淋 菌とクラミジアの単独,混 合感染によるSTDの

治療薬 として期待される薬剤と考えられる。
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In vitro activity of temafloxacin and other quinolones

against Chlamydia trachomatis

Ariaki Nagayama, Tomokazu Nakao and Shizue Kitajima
Department of Microbiology, School of Medicine, Fukuoka University,

7-45-1 Nanakuma, Johnan-ku, Fukuoka 814-01, Japan

The in vitro activity of temafloxacin (TMFX) and three other quinolones against four standard

strains and 44 clinical isolates of Chlamydia trachomatis were compared with the activity of

minocycline (MINO) and erythromycin (EM).

The minimal inhibitory concentrations (MICs) for the isolates (in micrograms per milliliter) were

as follows: TMFX , 0.125 to 0.25; tosufloxacin, 0.125 to 0.25; levofloxacin, 0.25 to 0.5; ofloxacin,
0.5 to 1.0; EM, 0.125 to 0.25; and MINO, 0.016 to 0.06. The results for the 4 standard strains
were similar to those for the 44 clinical isolates.


